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小
田
喜
典
著

f弗
説

ト天
jレ地
コ J¥、
語陽
謹神
の呪
研経
究ι一

巻+首
λ立，

主主

品

近
年
の
古
代
ト
ル
コ
語
悌
典
研
究
の
進
展
に
は
目
を
み
は
る
も
の
が
あ
る
。

デ
ジ
タ
ル
重
像
な
ら
び
に
悌
典
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
利
用
に
よ
っ
て
、

零
細
な
資
料
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
内
容
を
特
定
す
る
可
能
性
が
格
段
に
債
が

っ
た
。
一
九
九
七
年
の
段
階
で
エ
ル
ヴ
エ
ル
ス
コ
グ
氏
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ

て
い
た
ト
ル
コ
語
悌
典
の
教
と
種
類
は
、
今
と
な
っ
て
は
大
幅
に
補
足
す
る

必
要
が
あ
ろ
う
が

C
c
r
g
巴
2
H長
cmリ
与
室
、
切

E
g
R
ト
N
Rミ
ロ
ヌ

ω
H
F
見
己
主

ω
Z岳
2
F
叶戸

E
F
D戸
F
5
2
)
、
増
補
す
る
聞
に
も
新
資
料

の
敷
は
増
し
て
い
く
に
ち
が
い
な
い
。

こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
新
た
な
悌
典
を
見
出
す
こ
と
は
、
研
究

者
に
と
っ
て
は
知
的
喜
ぴ
を
目
覚
え
る
瞬
間
で
あ
り
、
そ
の
積
み
重
ね
が
、
ゥ

イ
グ
ル
悌
殺
の
裾
野
の
慶
が
り
を
示
し
て
き
た
と
い
え
る
。
そ
の
一
方
で
、

一
つ
の
典
籍
に
封
す
る
徹
底
的
な
テ
キ
ス
ト
校
訂
も
ま
た
、
ウ
イ
グ
ル
人
が

仰
殺
を
受
容
し
て
い
く
過
程
で
、
言
語
の
愛
化
や
数
義
理
解
に
き
た
し
た
饗

谷
を
知
る
大
き
な
手
掛
か
り
と
な
る
。

本
主
目
が
到
象
と
す
る
ト
ル
コ
語
『
悌
説
天
地
八
陽
神
呪
経
』
(
以
下
「
八

陽
経
」
と
す
る
)
は
、
後
者
を
代
表
す
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
ト
ル
コ
一
語

「
八
陽
経
」
に
は
多
く
の
断
片
か
ら
複
数
の
テ
キ
ス
ト
の
存
在
が
確
認
さ
れ

て
お
り
、
本
経
が
天
山
山
脈
東
麓
に
移
り
住
ん
だ
ウ
イ
グ
ル
人
た
ち
の
聞
で

長
期
間
に
わ
た
っ
て
愛
好
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

ト
ル
コ
語
の
原
典
と
な
っ
た
漢
文
「
八
陽
経
」
は
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世

紀
前
宇
、
中
園
に
お
い
て
撰
述
さ
れ
た
係
経
で
あ
る
。
如
来
夜
、
中
観
、
唯

識
、
密
教
と
い
っ
た
大
乗
教
義
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
ち
り
ば
め
、
さ
ら
に
道
教

や
民
間
信
仰
を
も
取
り
入
れ
て
併
救
の
民
衆
化
に
果
た
し
た
役
割
は
、
近
年
、

積
極
的
な
評
債
を
受
け
て
い
る
(
木
村
清
孝
「
係
経
『
八
陽
経
』
の
成
立
と

饗
容
」
、
『
東
方
向
学
舎
創
立
五
十
刷
年
記
念
東
方
息
子
論
集
』
、
一
九
九
七
年
、

四
七
三

l
四
八
六
頁
)

0

そ
も
そ
も
ト
ル
コ
語
「
八
陽
経
」
の
研
究
は
、
羽
田
亨
の
「
回
鵠
文
の
天

地
八
陽
神
脱
経
」
(
『
東
洋
附
晶
子
報
』
五
巻
今
、
一
一
抜
、
一
九
一
五
年
、
四
一

l

七
三
頁
、
『
初
日
博
士
史
的
学
論
文
集
』
下
巻
、
一
九
五
八
年
に
再
録
)
を
唱

矢
と
す
る
。
こ
れ
は
大
谷
探
検
隊
将
来
に
か
か
る
ト
ル
コ
語
察
本
を
『
大
日

本
績
城
経
』
所
収
の
「
八
陽
経
」
で
あ
る
こ
と
を
突
き
止
め
た
も
の
で
あ
り
、

大
谷
探
検
隊
の
一
員
で
あ
っ
た
橘
瑞
超
の
ト
ル
コ
語
「
観
無
円
亘
書
経
」
の
研

究
と
な
ら
ん
で
、
我
が
岡
の
チ
ユ
ル
ク
文
献
血
宇
を
切
り
拓
い
た
研
究
と
し
て

記
憶
さ
れ
て
い
る
(
庄
垣
内
正
弘
「
羽
田
亨
と
ウ
イ
グ
ル
語
文
献
の
研
究
」
、

『
古
代
文
化
』
五

O
援
、
一
九
九
八
年
、
五

O
頁
)

0

初
出
の
研
究
の
後
、
敦
僅
や
ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
資
料
中
か
ら
も
「
八
陽

経
」
が
見
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
ハ
ン
グ
、
ガ
パ
イ
ン
、
ラ
フ
マ
テ
ィ
(
ア

ラ
ト
)
ら
に
よ
っ
て
後
表
さ
れ
て
い
る
(
者
切

g
mゆ
〉
〈
O
ロ
の
与
自
p
o

見
出
向
円
『
目
白
F
叶
戸
同
町
立
円
}
月
叶
戸
止
自
己
O
H
F
ぬ

ぐ

F
b
E
F
N
h
h
h
S
F
N』
円

N
Rマ
ぬ
見
守
b

hbbお
い
て
ど

b
S
Q
F
H凶

2
-
E
F
印
刷
)
〉
巧
司

E
-
E印
F
E
E
ω
k
H
a
3

8

5

N

)

0

敦
憧
本
(
O
H

∞N
H
N
H
C
仏
)
)
を
底
本
と
し
、
ト
ル
フ
ァ
ン
出
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土
の
断
片
資
料
に
よ
っ
て
校
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。
ト
ル
コ
詰
「
八
陽
一
経
」

の
研
究
は
、
大
谷
探
検
隊
将
来
資
料
(
京
都
本
)
と
敦
煙
寓
本
(
ロ
ン
ド
ン

本
)
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。

そ
し
て
こ
の
度
、
我
が
園
の
チ
ユ
ル
ク
文
献
撃
に
と
っ
て
記
念
す
べ
き
こ

の
仰
典
が
、
小
田
喜
典
氏
に
よ
っ
て
全
面
的
に
見
直
さ
れ
、
『
悌
説
天
地
八

陽
榊
呪
経
一
巻
ト
ル
コ
語
詳
の
研
究
』
と
し
て
結
賞
し
た
こ
と
は
、
斯
墜

の
慶
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
小
同
氏
の
研
究
は
、
羽
田
の
研
究
を
継
承

し
つ
つ
、
悌
数
文
献
と
い
う
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
綴
密
な

校
訂
作
業
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
た
締
結
と
し
て
、
ウ
イ
グ
ル
悌
数
史
の
新

た
な
一
面
を
提
示
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
そ
の
音
位
味
に
お
い
て
本
書

は
、
庄
垣
内
一
止
弘
氏
の
ア
ビ
ダ
ル
マ
文
献
研
究
と
な
ら
ん
で
、
ト
ル
コ
語
文

献
研
究
の
到
達
黙
を
示
す
も
の
と
い
え
る
。

京
都
本
、
ロ
ン
ド
ン
本
、
こ
の
二
つ
の
寓
本
は
、
ど
ち
ら
も
完
本
に
近
い

状
態
を
留
め
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
テ
キ
ス
ト
聞
で
異
同
が
大
き
く
、
問

題
の
多
い
資
料
で
あ
っ
た
。
リ
ゲ
テ
ィ
に
よ
っ
て
ト
ル
コ
語
誌
に
二
種
類
の

表
題
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
は
じ
め
て
そ
の
課
題
が
具
樫
的
に
認
識
さ

れ
た
と
い
っ
て
よ
い
(
?
?
話
。
戸
〉
三
c日
仏
戸
切
込
札
河
辺
忠
喜
久
削
除

H
R
E
a
p品
u

hHN
ミ
ミ
同
J
R
R
N
町民、〉
]
S
ι
b
B
E
H
同

5ι
少
切
口
【
目
印
刷
拓
国
F
戸
市
山
、
吋
ゲ
官
官

N
川町

H
l
ω
戸
市
町

)

0

小
H
氏
は
、
リ
ゲ
テ
ィ
の
問
題
提
起
を
承
け
て
、
パ
ン
グ
ら
の
研
究
で
は
行

わ
れ
て
い
な
か
っ
た
京
都
本
と
ロ
ン
ド
ン
本
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
新
た
な

問
題
を
提
起
し
た
。
そ
れ
が
「
ト
ル
コ
語
本
八
陽
経
霧
本
の
系
譜
と
宗
教

思
想
的
問
題
」
(
『
東
方
自
学
』
第
五
五
輯
、
一
九
七
八
年
)
で
あ
る
。
小
田
氏

は
、
こ
の
論
考
に
お
い
て
、
初
期
の
ト
ル
コ
語
悌
典
の
中
に
イ
ラ
ン
的
二
元

論
を
背
景
と
す
る
表
現
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
は
じ
め
て
指
摘
し
た
。
そ
れ
以

後
も
「
八
陽
経
」
を
テ
l
マ
と
す
る
論
考
を
数
多
く
愛
表
さ
れ
て
お
り
、
ト

ル
コ
詰
「
八
陽
経
」
の
研
究
が
、
小
出
氏
の
研
究
の
中
核
を
な
し
い
る
。
ト

ル
コ
語
「
八
陽
経
」
そ
の
も
の
は
、
『
阿
毘
達
磨
倶
合
論
(
貴
義
疏
』
や
『
金

光
明
最
勝
干
一
経
』
な
ど
と
比
べ
る
と
、
決
し
て
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
方
で
は

な
い
。
し
か
し
、
小
田
氏
の
表
現
を
借
り
れ
ば
、
コ
一
二
口
語
文
化
史
的
問
浸
透
」

の
痕
跡
が
、
本
経
の
全
容
解
明
を
困
難
な
も
の
に
し
て
き
た
。
こ
の
問
題
を

閑
明
す
る
こ
と
に
心
血
を
注
ぎ
結
賞
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

本
書
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ
て
い
た
「
八
陽
経
」
資
料
に
加
え
て
、

ベ
ル
リ
ン
、
京
都
、
パ
リ
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
プ
ル
ク
、
北
京
の
関
係
機
関

の
所
城
資
料
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
。
ベ
ル
リ
ン
資
料
に
つ
い
て
は
、
上
記
パ

ン
グ
ら
の
研
究
以
降
、

p
-
ツ
ィ
l
メ
氏
や
小
田
氏
ら
に
よ
っ
て
新
た
に
同

定
さ
れ
た
資
料
も
加
え
ら
れ
る
。
京
都
、
す
な
わ
ち
龍
谷
大
串
所
蔵
資
料
に

つ
い
て
は
小
田
氏
が
積
極
的
に
報
告
し
て
こ
ら
れ
た
。
ま
た
サ
ン
ク
ト
ベ
テ

ル
ブ
ル
ク
資
料
に
つ
い
て
も
、
す
で
に
『
束
洋
文
庫
所
城

T
T
2
2
ω
Eお

ウ
イ
グ
ル
文
字
・
ソ
グ
ド
文
字
・
マ
ニ
文
宇
宙
何
本
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
仮
日

銀
[
第
一
稿
]
」
(
二

O
O
二
年
)
の
な
か
で
同
定
さ
れ
て
い
た
情
報
に
加
え
、

小
田
氏
自
身
に
見
出
さ
れ
た
資
料
も
数
多
く
含
ま
れ
る
。
と
く
に
ベ
ル
リ
ン

や
書
道
博
物
館
の
「
八
陽
経
」
資
料
が
、
サ
ン
ク
ト
ベ
テ
ル
ブ
ル
グ
資
料
と

接
合
す
る
例
を
見
出
し
た
功
績
は
特
筆
さ
れ
る
。
本
書
で
は
こ
れ
ら
が
系
統

的
に
分
類
さ
れ
、
ト
ル
コ
文
の
校
訂
テ
キ
ス
ト
と
そ
の
和
語
お
よ
び
漢
文
テ

キ
ス
ト
が
、
著
者
の
綴
需
か
つ
周
到
な
配
慮
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
。

本
書
は
「
研
究
編
」
と
「
固
版
・
資
料
編
」
の
二
部
所
か
ら
成
っ
て
い
る
。

各
編
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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は
じ
め
に

序
説

研
究
編

第
1
章

総

論

第
1
節
序
、
並
び
に
経
典
復
一
冗
の
課
題

第
2
節
経
典
の
課
題

第
3
節
ト
ル
コ
語
の
課
題

第
2
章
ト
ル
コ
語
校
定
稿
本

第
1
節
ト
ル
コ
語
校
定
稿
本
(
校
異
・
邦
謬
・
原
典
封
照
)

第
2
節
ト
ル
コ
語
注
穣
童
日
資
料

第
3
節
ト
ル
コ
語
識
語
資
料

第
4
節
悌
敬
語
と
ト
ル
コ
語
の
注

第
5
節
ト
ル
コ
語
棄
と
接
僻
の
索
引

第
6
節
察
本
・
版
本
諸
表

第
3
章
現
存
八
陽
経
資
料

第
1
節
諸
資
料
の
日
銀

第
2
節
諸
資
料
の
比
較
針
照
表

文
献
日
銀
・
地
園

冒
頭
で
、
今
般
の
讃
者
の
た
め
と
し
て
「
序
説
」
を
設
け
、
ト
ル
コ
民
族

の
歴
史
、
言
語
、
古
ト
ル
コ
語
偽
数
文
献
が
怖
服
さ
れ
た
後
、
漢
文
「
八
陽

経
」
の
内
容
が
簡
単
に
紹
介
さ
れ
る
。

績
く
第
一
章
「
総
論
」
で
は
、
第
2
章
で
提
示
さ
れ
る
ト
ル
コ
語
校
訂
テ

キ
ス
ト
に
針
す
る
解
説
が
、
著
者
が
こ
れ
ま
で
に
後
表
し
て
き
た
諸
論
考
を

も
と
に
筒
潔
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
も
適
宜
参
照
な

が
ら
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

ま
ず
「
第
今
節
」
で
は
ト
ル
コ
語
「
八
陽
経
」
研
究
の
課
題
が
提
示
さ
れ

る
。
前
遮
の
と
お
り
ト
ル
コ
語
「
八
陽
経
」
は
寓
本
の
種
類
が
多
く
、
テ
キ

ス
ト
聞
に
多
く
の
異
同
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
小

H
氏
の
功
績
は
こ
れ
ら
を

四
種
類
の
テ
キ
ス
ト
に
集
約
し
た
貼
に
あ
る
。
「
園
版
・
資
料
編
」
の
目
頭

で
は
、
本
書
で
扱
わ
れ
た
全
て
の
資
料
が
、
四
分
類
の
そ
れ
ぞ
れ
に
ど
の
資

料
が
含
ま
れ
て
い
る
か
を
、
古
文
書
向
学
的
廿
揖
礎
情
報
と
と
も
に
示
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
だ
け
多
く
の
断
片
を
四
種
類
に
集
約
す
る
た
め
に
費
や
さ
れ
た
時

間
と
努
力
を
想
像
す
る
だ
け
で
も
、
一
頭
が
下
が
る
思
い
で
あ
る
。

小
田
氏
は
「
八
陽
経
」
の
ト
ル
コ
語
表
題
の
相
違
に
着
目
し
、
大
き
く
初

誇
本

(
I
)
と
改
誇
本

(
E
)
に
分
類
す
る
。
初
詳
本
と
改
誇
本
の
ト
ル
コ

語
表
題
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

(
I
)

室
町
コ
~
夜
、
話
回
お
い
之
ミ
ミ
吉
川
宮
内
コ
ロ
湾
、
~
N
h
h
除
お
い
て
史
b
w
w
N
h
除
司
令
芸
品

~
ζ
h
N
h
~
N
h
h
b
、
せ
一
戸
叫
お
。
若
宮
H
N
h
~
r
q
芯
h
H
N
S
q

天
た
る
悌
陀
が
説
き
た
る
天
と
地
と
八
集
光
な
る
榊
秘
の
呪
一
経
一
巻

(
E
)
H
p
m
コ
s
h
w
a
a
N
守

N
h
w
J
H
同
お
い
え
N
4
h尚喜
N
h
H
W
N
h
コ
ロ
い
て
司
ロ
ミ
h
b』

r
N
N
芯
え
N
h
r刊号

い
て
お
、
尽
き
な
い
て
と
さ
き
ご
§
命
日
町
三
こ
き
お
い
て
も
お
え
ミ
h
N
h
h
皆
、
3
0
S
E
F
h
F
札
、

「
園
版
・
資
料
編
」

解
題
と
表
示

資
料
の
解
説

ロ
ー
マ
字
轄
寓
テ
キ
ス
ト

園
版
(
ウ
イ
グ
ル
文
)

園
版
(
漢
語
完
本
)

叫，

O
H
F
H
l叫，
O
H
F
N
N吋
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宮
内
h
円
刊
誌
町

天
の
天
、
悌
陀
が
説
き
た
る
天
と
地
と
に
八
程
を
も
っ
て
光
輝
き
た
る

聖
呪
、
「
墨
糸
」
と
名
づ
け
る
経
典
一
巻

初
諜
本

(
I
)
の
系
統
に
は
、
前
述
し
た
ロ
ン
ド
ン
本
と
京
都
本
と
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ

I
a
と
I
b
と
分
類
番
競
が
輿
え
ら
れ
る
。
改
誇
本

(
H
)

の
系
統
に
は
、
ト
ル
フ
ァ
ン
盆
地
を
中
心
に
出
土
し
た
寓
本
群
と
版
本
が
こ

れ
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
も
テ
キ
ス
ト
分
類
を
示
す
E
C
と
E
d
と
い

う
分
類
番
競
が
典
え
ら
れ
る
。
以
下
、
小

H
氏
の
説
明
に
基
づ
き
4
種
の
テ

キ
ス
ト
の
特
徴
を
簡
単
に
示
し
て
お
き
た
い
。

ロ
ン
ド
ン
本

(
I
a
)
は
四
分
類
中
、
最
卜
U
層
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
そ

の
理
由
は
、
言
語
的
特
徴

(
n
方
言
)
に
加
え
、
マ
ニ
教
的
普
悪
二
元
論
が

看
取
さ
れ
る
黙
に
あ
る
。
周
知
の
と
お
り
ウ
イ
グ
ル
は
、
七
六
三
年
、
牟
初

可
汗
の
時
に
マ
ニ
教
を
園
教
と
し
た
。
凶
遷
後
、
悌
数
へ
と
改
宗
す
る
過
程

で
、
マ
ニ
教
的
表
現
を
借
り
て
悌
教
教
義
の
理
解
に
努
め
よ
う
と
し
て
い
た

こ
と
を
不
し
て
い
る
。
つ
ま
り
小
田
氏
は
、
ロ
ン
ド
ン
完
本
を
そ
の
過
渡
期

に
生
ま
れ
た
テ
キ
ス
ト
と
考
え
る
。

京
都
本

(
I
b
)
は
、
僅
か
の
誤
寓
や
脱
落
を
除
け
ば
、
ロ
ン
ド
ン
本
と

ほ
と
ん
ど
同
一
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
、
小
出
氏
は
こ
れ
を

(
I
a
)
の
異
潟

本
と
み
な
す
。
た
だ
し
一
部
に
は
意
園
的
な
文
意
の
印
刷
究
更
も
み
ら
れ
る
。

E
C
に
配
告
白
さ
れ
る
寓
本
断
片
の
資
料
は
数
が
最
も
多
く
、
一

0
0種
類

の
完
本
と
そ
の
他
の
断
片
に
よ
り
、

b
h
鐙
の
テ
キ
ス
ト
を
復
原
で
き
る
と
い

う
。
な
お

E
C
に
は
ウ
イ
グ
ル
文
字
以
外
に
ブ
ラ
l
フ
ミ
l
文
字
と
チ
ベ
ッ

ト
文
字
に
よ
っ
て
表
記
さ
れ
た
ト
ル
コ
語
資
料
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
敦

埋
四
六
四
窟
(
ぺ
リ
オ
編
競
一
八
一
窟
)
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
寓
本
の
一
部

が
E
C
に
分
類
さ
れ
る
結
は
注
目
さ
れ
る
。

E
d
は
版
本
資
料
で
あ
る
。
教
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
く
、
二
種
類
の
版

式
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
刻
工
の
名
に
肉
ん
で
「
陳
寧
刊
」
、
も
う

一
つ
は
施
主
の
名
に
因
ん
で
「
ド
ル
ジ
・
ダ
ル
ガ
チ
施
主
本
」
と
稽
さ
れ
る
。

先
行
研
究
が
指
摘
す
る
と
お
り
、
印
刷
さ
れ
た
時
期
は
、
い
ず
れ
も
モ
ン
ゴ

ル
時
代
に
開
局
し
て
い
る
。

第
2
節
「
経
典
の
課
題
」
で
は
、
ト
ル
コ
語
「
八
陽
経
」
の
位
置
附
け
が

試
み
ら
れ
る
。

ま
ず
ト
ル
コ
語
誌
と
そ
の
他
の
諜
本
と
の
関
係
が
考
察
さ
れ
る
。
す
で
に

モ
ン
ゴ
ル
語
諜
と
ト
ル
コ
語
誇
と
を
比
較
し
、
モ
ン
ゴ
ル
語
諜
が
ト
ル
コ
語

誇
か
ら
影
響
を
受
け
た
こ
と
を
指
摘
す
る
リ
ゲ
テ
イ
(
前
掲
書
)
の
研
究
が

あ
る
が
、
本
書
は
漢
語
、
チ
ベ
ッ
ト
語
、
モ
ン
ゴ
ル
語
、
さ
ら
に
西
夏
語
断

片
資
料
(
三
三
四
頁
に
西
夏
語
資
料
の
詳
細
が
記
さ
れ
る
)
も
加
え
て
総
合

的
な
「
八
陽
経
」
比
較
が
試
み
ら
れ
る
。
そ
の
詳
細
は
、
第
3
章
第
2
節

「
諸
資
料
の
比
較
針
照
表
」
に
一
不
さ
れ
て
お
り
、
「
八
陽
経
」
の
テ
キ
ス
ト

聞
の
異
同
が
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
判
断
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

諸
本
の
比
較
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
漢
語
「
八
陽
一
経
」
の
分
析
は
詳
細
を

極
め
る
。
績
古
紙
経
と
敦
也
官
何
本
(
一
二
五
蛤
)
に
加
え
、
寂
漠
封
音
資
料

(
℃
号
e

H

N

印
∞
)
、
中
凶
寓
本
(
静
山
本
)
、
李
氏
朝
鮮
版
本
、
越
南
本
、

東
寺
観
智
院
本
系
統
寓
本
が
比
較
に
供
さ
れ
る
。
経
文
を
任
意
に
抽
山
し
、

そ
れ
が
各
本
の
中
で
現
れ
る
順
位
を
検
討
し
、
さ
ら
に
八
カ
所
の
異
同
の
多

い
経
文
を
比
較
し
、
「
八
陽
一
経
」
に
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ
た
こ
と
を
明

ら
か
に
す
る
。

小
田
氏
が
特
に
注
目
す
る
の
は
第
一
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
東
寺
観
智
院
系

統
の
完
本
で
あ
る
。
こ
れ
は
十
四
、
十
五
世
紀
頃
の
宗
本
と
み
ら
れ
て
い
る

が
、
正
倉
院
文
書
は
「
八
陽
経
」
が
す
で
に
八
世
紀
中
葉
に
は
惇
来
し
て
い
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た
可
能
性
を
示
唆
し
て
お
り
、
観
智
院
本
が
そ
の
系
統
を
惇
承
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
と
い
う
。
敦
僅
察
本

S
・
五

O
O
(小
田
氏
は
こ
れ
を
敦
短

(
B
)
本
と
す
る
。

S
-
五
O
O以
外
の
全
て
の
敦
僅
完
本
は

(
A
)
本
と

さ
れ
る
)
は
乱
雑
に
書
寓
さ
れ
た
断
簡
で
あ
る
が
、
叡
知
日
院
本
の
系
統
に
属

す
と
い
う
。
さ
ら
に
戴
漢
封
音
資
料
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。
こ
れ
が
叡
智
院

本
の
テ
キ
ス
ト
に
近
い
こ
と
は
高
田
時
雄
氏
に
よ
っ
て
夙
に
指
摘
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
(
『
敦
憧
資
料
に
お
け
る
中
園
語
史
の
研
究
|
|
九
、
十

世
紀
の
河
西
方
言
|
|
』
、
創
文
社
、
一
九
八
八
年
、
二
九

l
一
一
一
一
頁
)
o

こ

の
グ
ル
ー
プ
に
開
局
す
る
テ
キ
ス
ト
が
、
日
本
、
敦
煙
、
ト
ル
フ
ァ
ン
か
ら
設

見
さ
れ
る
事
賓
は
、
同
じ
時
期
に
中
原
を
中
心
と
し
て
同
心
固
状
に
惇
播
し

て
い
っ
た
状
況
が
あ
っ
た
と
し
、
「
八
陽
経
」
の
組
本
に
近
い
形
を
停
え
て

い
る
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
ト
ル
コ
語
「
八
陽
経
」
は
こ
こ
に
分
類
さ
れ
る
。

ト
ル
コ
語
に
翻
課
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
参
照
さ
れ
た
完
本
の
系
統
が
明
ら

か
に
さ
れ
た
こ
と
は
重
要
な
意
味
を
も
っ
。
た
だ
し
想
定
さ
れ
る

(
B
)
本

類
の
漢
語
原
典
が
、
敦
拍
圧
出
馬
本
で
は
断
簡
の
一
黙
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
以
外

は
す
べ
て
別
系
統
で
あ
る
敦
僅

(
A
)
本
類
に
属
す
と
い
う
。
近
年
、
注
目

を
集
め
て
い
る
杏
雨
書
屋
に
は
敦
埋
完
本
「
八
陽
経
」
九
鮪
(
『
敦
煙
、
脳

笈
』
日
銀
加
、
武
田
科
挙
振
興
財
問
、
二

O
O九
年
)
、
ま
た
ロ
シ
ア
所
城

敦
埋
寓
本
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
将
来
、
ト
ル
コ
語
本
の
原

典
と
想
定
さ
れ
る

(
B
)
本
類
が
、
完
本
に
泣
い
状
態
で
愛
現
す
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

ま
た
「
八
陽
経
」
が
ト
ル
コ
語
に
翻
課
さ
れ
た
地
域
は
、
ト
ル
フ
ァ
ン
地

域
以
外
に
は
あ
り
え
な
い
と
み
る
小
同
氏
の
見
解
に
従
え
ば
、
ト
ル
フ
ァ
ン

地
域
で
愛
掘
さ
れ
た
漢
語
「
八
陽
経
」
資
料
は
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
現
存

す
る
資
料
は
い
ず
れ
も
零
細
で
あ
り
、
残
念
な
が
ら
利
用
で
き
る
も
の
は
少

な
い
。
小
出
氏
は
こ
れ
ら
も
精
力
的
に
調
査
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
ロ
シ
ア
所
蔵
資
料
中
に
ウ
イ
グ
ル
悌
教
徒
が
書
寓
し
た
と
思

わ
れ
る
漢
字
五
行
(
一

O
行
分
の
ウ
イ
グ
ル
文
も
書
官
局
さ
れ
る
)
を
保
存
す

る
断
片

G
H
K
F
F
E
)
が
あ
る
。
庄
垣
内
氏
は
、
こ
れ
ら
の
漢
字
が

「
八
陽
経
」
に
み
え
る
難
字
と
、
そ
れ
に
封
す
る
音
注
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら

に
そ
れ
ら
が
ウ
イ
グ
ル
漢
字
音
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
見
出
さ
れ
た
(
庄

垣
内
正
弘
「
ロ
シ
ア
所
裁
ウ
イ
グ
ル
語
断
片
の
研
究
」
、
『
京
都
大
学
言
語
向
学

研
究
』
第
二

O
披
、
二

O
一
O
年
、
二
四
一
二
[
二
七
七
頁
)
。
元
代
の
ウ
イ

ク
ル
悌
救
徒
は
ト
ル
コ
語
に
よ
っ
て
そ
の
内
容
の
把
握
に
努
め
る
一
方
、
日

常
の
儀
植
に
お
い
て
は
、
ウ
イ
グ
ル
漢
字
音
で
本
経
を
護
請
し
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
言
語
的
学
的
に
も
、
ま
た
悌
数
文
化
史
の
観
黙
か
ら
も
興
味
深
い

資
料
で
あ
る
。

つ
づ
い
て
ト
ル
コ
語
詳
内
部
で
起
こ
っ
た
テ
キ
ス
ト
の
婆
容
が
考
察
さ
れ

る
。
小
田
氏
が
ロ
ン
ド
ン
本
を
ト
ル
コ
語
誇
の
組
形
に
近
い
も
の
と
考
え
、

京
都
本
を
そ
の
汲
生
と
み
る
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
。
ロ
ン
ド
ン
本

に
マ
ニ
救
的
表
現
が
看
取
さ
れ
る
こ
と
が
、
そ
の
理
由
の
一
つ
で
あ
っ
た

(
前
掲
の
小
田
一
九
七
八
論
文
)
o

マ
ニ
教
研
究
者
に
は
好
意
的
に
受
け
止

め
ら
れ
る
一
方
、
レ
ー
ル
ボ
ル
ン
氏
は
小
田
氏
と
は
逆
に
京
都
本
か
ら
ロ
ン

ド
ン
本
が
振
生
し
た
と
見
て
、
マ
ニ
教
的
表
現
に
つ
い
て
も
慎
重
な
態
度
を

と

る

(

同

月

o
F
5
0
5
N戸
回
目
白

E
己
5
5口
}
お
口
開

E
戸
三
凶

H
B

k
r
r
g
H
r
z
n
}見
出
回

E
山
門

F
Z
B
P
~円
安
ら
む
』
向
島
wNN円
」
目
白

N町
民
・
」
「
で
-
H
W
N号、白川
NQHN

。snHN
町、

同
円
。
諸
問
、
急
さ
遠
足
S
E
h
2
2
2
8
同町、
p

z

r

N

∞
F
E
R
N
U
h
u
u
J
N
C
C
Cリ

右
中
l
品
。
匂
)

0

こ
れ
を
受
け
て
小
田
氏
は
、
「
ト
ル
コ
話
『
八
陽
経
』
の
マ
ニ

教
的
表
現
に
つ
い
て
」
(
『
豊
橋
創
造
大
皐
紀
要
」
五
、
二

O
O
一
/
二

0
0

一
一
、
一
!
一
二
頁
)
を
後
表
し
、
レ

l
ル
ボ
ル
ン
説
に
針
す
る
反
訟
を
詳
細
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に
列
奉
し
て
お
り
、
レ
ー
ル
ボ
ル
ン
説
は
も
は
や
成
立
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

本
書
で
は
、
ト
ル
コ
語
完
本
の
系
譜
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
重
黙
が
置
か

れ
て
い
る
た
め
、
上
記
論
文
の
方
が
、
反
詮
の
た
め
の
論
擦
が
よ
り
丁
寧
に

解
説
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
問
題
に
興
味
あ
る
讃
者
に
は
、
こ
の

論
考
と
併
せ
て
本
書
を
讃
ま
れ
る
こ
と
を
薦
め
た
い
。

マ
ニ
教
の
影
響
を
明
ら
か
に
し
た
小
田
氏
の
論
考
を
讃
み
、
あ
ら
た
め
て

「
八
陽
経
」
の
テ
キ
ス
ト
を
謹
む
過
程
で
、
評
者
に
は
以
下
の
貼
が
興
味
深

く
感
ぜ
ら
れ
た
。
「
光
明
」
は
マ
ニ
教
を
特
徴
づ
け
る
要
素
の
一
つ
で
あ
る

が
、
日
大
と
月
天
が
、
八
陽
経
原
典
よ
り
も
覗
質
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
原
典
「
背
日
月
之
光
明
」
は
、
ロ
ン
ド
ン
本
・
京
都
本
と
も
に
「
円

天
・
月
天
、
二
つ
の
光
の
宮
殿
の
内
に
あ
る
諸
天
の
光
に
背
を
向
け
て
(
ロ

ン
ド
ン
本
二
七
二
!
二
七
三
行
)
」
(
小
田
前
掲
論
文
六
頁
)
と
翻
誇
さ
れ
る
。

評
者
は
最
近
愛
見
さ
れ
た
「
マ
ニ
数
字
宿
園
」
に
捕
か
れ
た
円
天
と
月
天
の

表
現
を
想
起
す
る
(
吉
田
豊
「
新
山
マ
ニ
数
総
書
一
の
形
而
上
」
、
『
大
和
文

華
』
一
一
一
一
競
、
二

O
一
O
年
)
o

書
一
面
上
部
の
左
右
に
日
天
と
月
天
が
描

か
れ
て
お
り
、
固
形
は
複
数
の
門
を
備
え
た
火
と
水
の
壁
に
よ
っ
て
仕
切
ら

れ
、
そ
の
中
に

H
天
、
月
天
そ
し
て
天
使
た
ち
が
配
さ
れ
、
門
か
ら
は
光
明

が
放
た
れ
て
い
る
。
こ
の
給
書
一
は
中
園
南
方
の
マ
ニ
教
徒
た
ち
に
よ
っ
て
制

作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
ト
ル
フ
ァ
ン
に
も
同
じ
よ
う
な
宇
宙
闘
が
あ
っ

た
吋
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
日
天
・
月
天
を
詳
細
に
描
窮
す
る
悌
典

(
例
え
ば
『
起
世
経
』
巻
第
十
な
ど
)
か
ら
で
は
な
く
、
覗
質
的
な
イ
メ
ー

ジ
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
表
現
と
と
ら
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

、っか。第
3
節
で
は
、
「
八
陽
経
」
の
初
誇
本
(
I
)
と
改
誇
本

(
E
)
に
み
ら

れ
る
言
語
上
の
特
徴
を
比
較
し
、
エ
ル
ダ
ル
氏
に
よ
っ
て
前
古
典
期

(
T
Z

。FS
H
E
-
)
分
類
さ
れ
る
古
層
の
言
語
特
徴
を
抽
出
す
る
。
①
奪
格
十
人
込
lu

十
人
』
13
か
ら
+
h
a
へ
の
総
長
化
。
②
日
ハ
格
の
四
重
饗
化
+
M
W
N
か
ら
二
重
愛

化
+
E
へ
の
饗
化
。
③
後
置
詞
(
見
廷
と
の
前
の
第
三
人
栴
所
有
接
尾
辞

が
+
毛
円
お
(
釘
格
)
か
ら
+
在
同
(
主
格
)
へ
の
愛
化
を
奉
げ
る
。
さ
ら
に

後
期
的
指
標
と
な
る
特
徴
と
し
て
音
位
韓
換
を
確
認
す
る
。
(
例
)
宮
さ
に

↓
宮
守
ミ
ー
「
救
わ
れ
る
」
o

ま
た
初
誇
本
と
改
誇
本
の
聞
で
は
異
な
る
語
葉

が
使
用
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、
そ
れ
を
列
挙
す
る
。
(
例
)
h
b
Z礼

¥
g
b
凡
人
「
膝
を
つ
か
せ
る
」
な
ど
。
さ
ら
に
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
に
起
源
す
る

借
用
語
に
つ
い
て
、
初
詳
本
で
は
ソ
グ
ド
語
を
仲
介
し
た
語
形
の
み
が
確
認

さ
れ
る
が
、
改
誇
本
で
は
ト
カ
ラ
語
を
仲
介
し
た
語
系
が
現
れ
る
こ
と
を
確

認
し
、
初
詳
本
(
I
a
)
が
ト
カ
ラ
偶
数
の
影
響
を
受
け
る
以
前
に
成
立
し

た
と
み
る
。
な
お
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
に
起
源
す
る
借
用
語
の
導
入
経
路
に
つ

い
て
は
庄
垣
内
氏
の
包
括
的
な
研
究
が
あ
る
(
庄
垣
内
正
弘
つ
占
代
ウ
イ

グ
ル
詰
u

に
お
け
る
イ
ン
ド
来
源
借
用
語
葉
の
導
入
経
路
に
つ
い
て
」
、
『
ア

ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
一
=
口
語
文
化
研
究
」
一
五
、
一
九
七
八
年
、
七
九
[
一
一

O

頁)。こ
こ
で
本
書
で
は
鰯
れ
ら
れ
て
い
な
い
「
菩
薩
」
の
ト
ル
コ
語
諜
を
め
ぐ

る
議
論
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
士
口
ト
ル
コ
語
悌
典
で
は
「
菩
薩
」

ω笠
宮

忌

E
R
H
g
に
針
し
て
雪
与
』
え
と

F

ミ
ミ
d

の
二
通
り
の
表
記
が
確

認
さ
れ
る
。
庄
垣
内
氏
は
前
者
を
音
位
韓
換
の
可
能
性
を
排
除
し
て
、
ソ
グ

ド
語
の
複
数
形
に
由
来
す
る
と
み
て
、
古
い
文
献
の
指
標
と
な
る
こ
と
を
指

摘
す
る
(
庄
垣
内
前
掲
論
文
、
会

O
一
二
頁
)
。
一
方
、
吉
田
豊
氏
は
、

守
人
N
h
誌
の
形
は
ソ
グ
ド
語
文
献
で
も
稀
で
、
ソ
グ
ド
語
内
に
お
け
る
音
位

縛
換
に
よ
る
こ
と
を
示
し
、
ウ
イ
グ
ル
語
で
も
同
じ
現
象
が
起
き
た
と
す
る

論
考
を
近
年
務
表
し
た
(
吉
田
豊
「
ト
ル
フ
ァ
ン
事
研
究
所
所
裁
の
ソ
グ
ド
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語
仰
典
と
「
菩
薩
」
を
意
味
す
る
ソ
グ
ド
話
語
葉
の
形
式
来
源
に
つ
い
て

|
|
百
済
康
義
先
生
の
ソ
グ
ド
語
仰
典
研
究
を
偲
ん
で
|
|
」
、
『
仰
救
出
学
研

究
』
第
六
二
・
六
三
合
併
競
、
二

O

O
七
年
)
o

庄
垣
内
説
は
宮
込
hdN
↓

守
弘
町
民
己
、
吉
岡
説
は
守
え
N
M
E
¥
守
弘
wh巴
同
↓
宮
門
誌
』
Nd
と
い
う
推
移
を
想
定
す

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
興
味
深
い
の
は
、
雨
者
の
形
が
ロ
ン
ド
ン
本
で
は
、
ほ

ぼ
同
じ
比
率
で
現
れ
て
い
る
黙
で
あ
り
、
「
菩
薩
」
の
語
に
限
っ
て
い
え
ば
、

ロ
ン
ド
ン
本
は
過
渡
期
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

小
田
氏
は
、
「
八
陽
経
」
に
み
ら
れ
る
こ
れ
ら
特
徴
が
、
ガ
パ
イ
ン
氏
の

分
類
に
し
た
が
っ
て
、

n
言
語
と

y
言
語
と
に
現
れ
る
同
制
性
を
検
詮
し
、

y
言
語
の
一
般
化
が
十
世
紀
か
ら
十
一
世
紀
に
起
き
た
と
指
摘
す
る
。
そ
し

て
敦
柏
田
馬
本
中
の
山
居
に
属
す
る
「
ト
ル
コ
語
」
が
オ
ス
マ
ン
語
の
組
語
で

あ
っ
た
と
す
る
ハ
ミ
ル
ト
ン
説
を
承
け
、
「
碑
文
言
語
と
共
通
貼
を
も
っ
八

陽
経
ロ
ン
ド
ン
本
や
同
時
代
的
マ
ニ
数
文
献
は
、
ト
ル
フ
ァ
ン
地
域
に
お
け

る
惇
統
的
ソ
グ
ド
・
ト
ル
コ
文
化
の
な
か
で
育
ま
れ
た
文
語
で
あ
っ
て
、
九

姓
鍛
勅
な
い
し
移
住
ウ
イ
グ
ル
族
の
新
し
い
悌
数
言
語
の
捨
い
子
、
つ
ま
り

y
言
語
の
使
い
手
と
は
異
な
る
と
み
た
い
。
カ
ラ
ハ
ン
朝
以
前
の
士
円
暦
の
言

語
が
オ
グ
ズ
族
へ
と
惇
え
ら
れ
て
、
オ
ス
マ
ン
訴
の
言
語
と
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
」
(
六
九
頁
)
と
し
、
さ
ら
に
「
こ
れ
が
「
突
欧
語
(
テ
ュ
ル
ク
チ

エ
)
」
あ
る
い
は
「
突
阪
の
言
語
(
テ
ユ
ル
ク
・
テ
イ
ル
)
」
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
文
語
が
突
阪
の
時
代
よ
り
賓
質
的
意
味
を
持
っ
た

言
語
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
西
突
厭
の
言
語
が
オ
グ
ズ
族
に
惇
わ
り
オ

ス
マ
ン
語
に
遺
産
と
な
っ
た
」
(
七
二
頁
)
と
し
て
、
ガ
パ
イ
ン
氏
の

n
一百

五
四
日

H

天
山
地
方
に
い
た
「
西
ト
ル
コ
族
(
』
ミ
N
F
p
x
s
u
c
h
s
な
ど
と

の
言
語
と
み
る
読
を
再
評
債
す
る
。

小
田
氏
の
説
は
ま
こ
と
に
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
く
、
魅
力
的
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
ガ
パ
イ
ン
氏
が

n
方
言
と

y
方
一
百
を
方
言
差
と
み
る
説
に
封
し
、

こ
れ
を
時
代
差
と
み
る
見
解
が
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
本
書
で
も
鰯
れ

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
(
例
え
ば
、
庄
垣
内
正
弘
「
古
代
ト
ル
コ
語

n

方
一
一
百
に
お
け
る

H
/
H
の
低
母
青
化
に
つ
い
て
」
、
『
神
戸
外
大
論
叢
』
第
三

三
巻
第
三
波
、
森
安
孝
夫
「
ト
ル
コ
偽
教
の
源
流
と
古
ト
ル
コ
語
悌
典
の
出

現
」
、
『
史
朗
字
雑
誌
」
第
九
八
編
四
競
、
一
、

I
l
-
-
i
i

三
五
頁
、
一
九
八
九
年
)
o

賓

際
、
時
代
差
説
に
有
利
な

n
言
語
と

y
言
語
の
要
素
が
混
在
す
る
マ
ニ
数
文

献
が
報
告
さ
れ
て
い
る
(
の
巾
CH常
国
民
自
¥
司

2
2
N
5
5ク
N
ロ
巾
包
括

B

司
円
日
開
。
口

L
2
出

O
R寸
2
Z
H
H
m
g
H
r
zロ『
2
ω
℃

g
n
F
L
Oロ
r
B包
2
J
ヘ山内定

。
ミ
ミ
b
h
p
h。
百
九
三
会
主

ω
N
L
2
0
w
官
官

HN印
l
E
C
)
0
と
り
も
な
お
さ
ず

ロ
ン
ド
ン
本
「
八
陽
経
」
そ
の
も
の
に
、
そ
の
雨
方
の
要
素
が
あ
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
が
(
尚
喜
連
が
六
例
に
針
し
、

4bHNh
は
二

O
凶、

E

R

2
-
一F
E
-
'
』
Q
ミ
言
言
需
品
¥
O円
以

叫

JNh込
札
お
凶
コ
R
N
C
E
明
日
}
同
日
)
、
こ
の
貼

に
鰯
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。
ま
た
ロ
ン
ド
ン
完
本
の
一
百
語

と
西
突
肢
の
言
語
と
の
闘
連
に
つ
い
て
も
、
碑
文
資
料
お
よ
び
オ
ス
マ
ン
語

に
み
ら
れ
る
会
人
稀
代
名
詞

~rsが
、
マ
ニ
救
文
献
、
ロ
ン
ド
ン
完
本
に
は

ム
例
も
確
認
さ
れ
な
い
黙
で
重
大
な
相
違
が
あ
り
、

n
言
語
日
「
西
突
厭
言

語
」
説
に
は
議
論
の
絵
地
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

な
お
「
閤
羅
王
経
の
ト
ル
コ
語
本
は
知
ら
れ
て
い
な
い
」
(
五
六
頁
)
と

あ
る
が
、
「
閤
羅
壬
経
(
十
王
経
)
」
の
ト
ル
コ
語
詳
は
、
ガ
パ
イ
ン
氏
や
ツ

ィ
1
メ
氏
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
夙
に
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

(℃

2
2
N
5
E
P
O
E
叶
戸

H
r
z
r
〈

OH巴
c
ロ∞

C
H
F
o
ε
ω
ロ
HH七
百
円
。
。
ロ
匹
。

叶
ぬ
口
同
日
間
ωゴ

F
0
5〈
山
口

E
ω
E
H可
(
ぬ
〔
ご
ヨ

N
U
3
2
E
h
a
h
h
o」「
Hb?ω~tbHU雪

道
ぬ
言
ミ

ha雪
さ
き
さ
~
h
E
N白
丘
町
内
。
ミ
究
室
内
九
百
巳
G
e
P
H
G
Q
h
b
p
w
p
p
hリ

bau

ヘ
由
民
句
史
包

W
H
N
N
U
U♂
4
5
2
E
P
P
5
2
ム
C
H
b印
)0
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第
三
草
第
1
節
で
は
ト
ル
コ
語
「
八
陽
経
」
の
校
定
テ
キ
ス
ト
、
校
異
、

和
詳
が
提
示
さ
れ
る
。
本
主
自
の
中
核
を
と
な
る
部
分
で
あ
る
。

前
述
の
ご
と
く
ト
ル
コ
語
「
八
陽
経
」
の
テ
キ
ス
ト
は
四
種
類
に
分
類
さ

れ
る
。
校
訂
テ
キ
ス
ト
は
ロ
ン
ド
ン
本
の
行
数
に
合
わ
せ
て
他
の
三
つ
の
テ

キ
ス
ト
が
封
感
す
る
よ
う
に
並
置
さ
れ
る
。
さ
ら
に
漢
文
テ
キ
ス
ト
は
文
節

ご
と
に
一

0
0
一
番
か
ら
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
さ
れ
、
ト
ル
コ
語
テ
キ
ス
ト
と
和

諜
と
に
そ
の
番
強
を
描
入
し
、
参
照
に
便
宜
を
園
っ
て
お
り
、
ま
こ
と
に
周

到
な
配
慮
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
今
後
同
じ
性
格
の
テ
キ
ス
ト
を
公
表
す
る

者
に
と
っ
て
大
い
に
参
考
と
な
る
に
ち
が
い
な
い
。
も
し
事
情
が
許
せ
ば
、

見
聞
き
左
頁
に
テ
キ
ス
ト
、
右
頁
に
翻
誇
と
原
文
を
配
置
し
て
い
た
だ
け
る

と
さ
ら
に
便
利
で
あ
っ
た
。

ま
た
「
国
版
・
資
料
編
」
に
は

E
C
、
E
d
を
構
成
す
る
テ
キ
ス
ト
が
断

筒
ご
と
に
提
示
さ
れ
て
お
り
、
校
訂
テ
キ
ス
ト
に
封
隠
す
る
断
筒
を
確
認
し

た
い
場
合
、
第
2
章
第
6
節
「
寓
本
・
版
本
諸
表
」
か
ら
、
遡
及
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
。
凶
回
版
は
ブ
ラ
l
フ
ミ

1
文
字
・
チ
ベ
ッ
ト
文
字
資
料

以
外
の
全
て
の
寓
本
が
掲
載
さ
れ
て
い
て
便
利
で
あ
る
。
と
く
に
フ
ラ
ン
ス
、

ロ
シ
ア
所
寂
資
料
の
鮮
明
な
官
何
回
県
は
あ
り
が
た
い
。

翻
語
は
、
テ
キ
ス
ト
聞
の
異
同
が
わ
か
る
よ
う
鐙
裁
が
整
え
ら
れ
て
い
る
。

で
き
る
だ
け
初
出
諜
を
尊
重
し
つ
つ
、
修
正
が
加
え
ら
れ
る
。
ま
た
悌
教
術

語
の
使
用
を
な
る
べ
く
避
け
て
、
ト
ル
コ
語
に
忠
賓
に
翻
課
す
る
姿
勢
が
と

ら
れ
る
。
そ
の
た
め
か
一
般
の
護
者
に
は
ト
ル
コ
語
と
漢
文
の
封
磨
関
係
が

は
っ
き
り
し
な
い
部
分
も
見
受
け
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
ロ
ン
ド
ン
本
(
七
六

1
七
七
行
・
・
漢
文
テ
キ
ス
ト
一
一
四
七
)
一
ミ
hNhbhp
ゐ
室
内
さ
1
s
s
h
N
S

ざ
お
同
ミ
告
白
室
町

F
2
2
~
円
売
ぎ
認
と
・
漢
文
一
「
慈
悲
喜
拾
」
に
到
廃
す
る
。

小
国
語
で
は
「
善
友
(
主
円
友
心
)
、
慈
悲
心
、
歓
喜
心
、
平
等
心
」
と
翻
誇

し
、
ミ
h
忠良同
~
N
B室
内
定
。
を
「
善
友
」
、
い
る
さ
ま
き
雪
shR~
を
「
慈
悲
」

と
す
る
。
一
般
に
「
慈
悲
」
は
一
つ
の
術
語
と
し
て
熟
し
て
い
る
が
、
四
無

量
心
の
場
合
は
「
慈

ω
E
S
S
2」
と
「
悲

ω
E
E
3
Z」
と
を
匝
別
す

る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
場
合
、
む
な
ど
見
交
N
B皇
室
。
が
「
慈
」
に
、

官、

E
s
h
K
L
q誌
と
が
「
悲
」
に
封
摩
す
る
の
で
、
そ
の
よ
う
に
翻
誇
す
べ

き
で
あ
っ
た
。
た
し
か
に
ミ
望
丸
町
止
は
「
主
μ

友
」
、
「
善
知
識
」
に
到
廃
す

る
例
が
多
く
み
ら
れ
る
が
、
ト
ル
コ
語
誇
『
慈
悲
道
場
機
法
』
で
は

hAmNk

ahが
「
慈
」
、
い
え
N
4
2町
ど
た
ど
員
向
又
が
「
悲
」
に
封
摩
す
る
例
が
あ
る

(
し
「
自
由
者
E
h
S
P
U
E
N凶
N
R
b
g
お札町、

hN喜
一
れ
や
お
丘
町
室
内
町
礼
NHEWNhhr』

札
口
Nh込
NU円
bFNhhhrsNMN立
与
室
内
hお
お
む

NP~hNhNえ
図
。
吉
凶

smv切

O
H
-
E
R
叶
戸
円

片
山
口

H
2
Z
M
M
J〈
河
戸

B
r
cロ
グ

N
O
C吋
)
0

ち
な
み
に
詩
ど
お
哲
三
平
等
心
」

は
「
拾

ω
E
e
N
h
y
ヶ
b」
の
本
質
を
意
諾
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
2
節
、
第
3
節
に
て
紹
介
さ
れ
る
注
盟
主
目
(
一
貼
)
と
識
語
資
料
(
一

O
黙
)
は
、
許
者
に
は
と
く
に
興
味
深
く
感
ぜ
ら
れ
た
。
以
下
こ
の
う
ち
の

二
黙
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
る
こ
と
を
お
赦
し
い
た
だ
き
た
い
。

ま
ず
「
八
陽
一
経
」
注
理
主
目
断
片

(
d
H
Z
S
は
、
ツ
ィ

1
メ
氏
に
よ
っ

て
見
出
さ
れ
、
小
田
氏
に
研
究
が
託
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
八
陽
経
」
注

調
拝
童
H

の
漢
文
資
料
は
こ
れ
ま
で
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
だ
け
に
「
八
陽

経
」
の
研
究
に
と
っ
て
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
小
出
氏
は
、
こ
れ
を
ウ
イ
グ

ル
人
の
著
逮
と
推
測
す
る
。
一
計
者
は
、
以
下
に
挙
げ
る
注
緯
形
式
に
注
目
す

る
。
「
「
我
ら
は
守
護
す
べ
し
。
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
悪
か
ら
衆
生
を
去
ら
し
め

よ
。
危
害
な
く
あ
ら
し
め
よ
」
(
以
上
「
八
陽
経
」
本
文
。
評
者
注
)
と
い

う
こ
と
を
も
っ
て
、
諸
+
品
川
口
薩
、
自
身
が
申
し
あ
げ
た
る
陀
羅
尼
呪
の
威
力
に

139 
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お
い
て
、
す
な
わ
ち
こ
の
世
界
に
い
る
衆
生
が
病
気
な
く
危
害
な
く
居
る
こ

と
を
[
経
典
]
は
解
せ
し
め
る
。
ど
の
よ
う
に
解
せ
し
め
る
か
と
い
え
ば
・
・

(
宮
古
玄
g
&
室
主
君
主
お
お
~
宝
寺
又
持
Q
H
q
b
r
r
s善
、
む
丸
紅

S

S
む

SNNNX
ミ
MRWN段、

Hも
む
き
ゑ

Nhhsb~品
NhF
ミ
ミ
d

宮、』
mwNSNhコ
ミ
史
認
遣
に

丸紅
3
N
品、せ一
N
h
z
h
sミ
ミ
3

r

u占
5
3
h
H九九
w
b
N
N
S晶子宮、

.
g
N
N
E
s
h
N
N

主
E
N
芝塁
S
S
H
A
N
E
w
-
え円
hhSNANHRwaHNV
寄
与
す
」

0

ま
ず
経
文
を
提
示

し
た
後
、
次
に
そ
の
一
経
文
が
説
か
ん
と
す
る
内
容
を
「
解
せ
し
め
る
」

(
l

S
H
芝
、
)
と
い
う
言
葉
で
一
不
し
、
最
後
に
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
せ
る
の

か
が
す
む
宮
内
S
N
A
S三
説
か
れ
る
。
こ
の
注
樺
形
式
は
、
ト
ル
コ
語
『
妙

法
蓮
華
経
玄
賛
』
(
百
済
康
義
「
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
の
ウ
イ
グ
ル
誇
断
片
」
、

護
雅
夫
編
『
内
陸
ア
ジ
ア
・
西
ア
ジ
ア
の
枇
舎
と
文
化
』
、
一
九
八
三
年
、

一
八
五
l
二
O
七
頁
)
を
は
じ
め
と
す
る
唯
識
文
献
と
も
共
通
す
る
注
稗
形

式
で
あ
り
、
今
後
ウ
イ
グ
ル
悌
救
界
に
お
け
る
皐
ほ
、
翻
語
グ
ル
ー
プ
の
研

究
に
と
っ
て
も
重
要
な
資
料
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
識
語

(
9
1
)
は
、
パ
ラ
ト
氏
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
た
資
料
で
あ

る
(
閉
山
『
日
切
出

g
y
h
s
h品
。

h
Q
N
N
吋
尽
き
お
同
可
日
仏
戸
2
2円

ι戸

ω同一戸
N

Jへロ
r
B山
r
J
F
E
A
Z
O
B
Y
n
H
S
2
n
H
N
h
h札
む
た
-4
突
出
、
吋
∞
ゆ
ロ
0・
H
N
'
H日
印

Hめ
⑦
)

0

そ
こ
に
は
「
八
陽
一
経
」
の
翻
詳
者
と
し
て
シ
ン
コ
・
シ
ェ
リ
・
ト
ウ
ト
ウ
ン

グ

a
E
2
c
p
z
フ
E
話
、
勝
光
閤
梨
都
統
)
の
名
が
奉
げ
ら
れ
て
い

る
。
勝
光
都
統
は
、
十
世
紀
か
ら
十
一
世
紀
に
か
け
て
活
躍
し
、
『
大
唐
大

慈
因
仙
寺
三
寂
法
師
惇
』
、
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
、
『
千
手
千
眼
観
世
大
円
菩
薩
大

国
涌
無
擬
大
悲
心
陀
羅
尼
』
、
『
身
健
と
心
を
観
ず
る
一
経

s
g
h
帰宅

N
3
p
h

雪、
shNb
ミ
示
討
さ
藷
立
高
』
を
翻
課
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
問
題

の
資
料
に
は
、
断
片
的
な
が
ら
改
誇
本
の
ト
ル
コ
語
タ
イ
ト
ル
の
一
部
を
確

認
で
き
、
さ
ら
に
「
八
陽
経
」
が
「
菩
薩
大
唐
三
寂
」
と
い
う
名
の
法
師
に

よ
り
イ
ン
ド
の
言
葉
か
ら
中
園
の
言
葉
に
翻
課
さ
れ
た
と
あ
る
。
名
前
は
記

さ
れ
な
い
が
、
士
円
ト
ル
コ
語
資
料
で
「
大
唐
三
城

2
3
0
Z
B
Z
o」
と
栴
さ

れ
る
の
は
玄
突
の
み
で
あ
る
。
『
大
日
本
績
裁
経
』
の
よ
う
に
、
「
八
陽
経
」

の
翻
誇
者
を
義
慢
と
す
る
例
も
あ
る
が
、
敦
埋
官
何
本

(
A
本
)
は
、
翻
謬
者

を
玄
実
に
仮
託
す
る
(
本
書
三
七
、
七
三
頁
参
照
)
。
し
た
が
っ
て
こ
の

「
大
唐
三
戒
」
は
玄
突
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
勝
光
都
統
は
「
慈
恩

惇
」
を
翻
詳
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
法
相
宗
と
繋
が
り
の

あ
る
俗
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
勝
光
都
統
翻
誇
説
の
員
備
に
閥
わ
ら
ず
、

ト
ル
コ
語
「
八
陽
経
」
の
翻
誇
者
に
勝
光
都
統
が
奉
げ
ら
れ
る
理
由
も
、
玄

笑
を
「
八
陽
経
」
の
誇
者
に
仮
託
す
る
惇
承
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

小
同
氏
は
、
本
書
で
は
識
語
の
内
谷
に
慎
重
な
態
度
を
と
る
が
、
一
方
で

「
八
陽
経
の
誇
者
に
も
そ
の
シ
ン
グ
コ
・
シ
ェ
リ
・
ト
ト
ウ
ン
グ
説
が
起
こ

る
の
は
、
改
誇
本
に
関
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
(
小
田

毒
典
「
ト
ル
コ
語
悌
数
察
本
に
関
す
る
年
代
論
八
陽
経
と
観
音
経
」
、

『
東
洋
史
研
究
』
五
九
|
一
、
二

0
0
0
年
、
一
五

O
頁
)
。
こ
の
黙
に
注

目
す
る
ラ
シ
ユ
マ
ン
氏
に
よ
っ
て
ト
ル
コ
語
「
八
陽
経
」
と
勝
光
都
統
が
翻

誇
し
た
作
品
の
用
語
を
比
較
検
討
す
る
研
究
も
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
附

け
加
え
て
お
き
た
い
。
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お

わ

り

最
後
に
、
本
書
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
か
、
も
し
く
は
本
書
が
上
梓
さ
れ

た
後
に
報
告
さ
れ
た
ト
ル
コ
語
「
八
陽
経
」
研
究
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
き

た
い
。ま

ず
、
敦
憧
北
極
の
調
査
に
よ
り
出
土
し
た
一
貼
の
版
本
「
八
陽
経
」
の

断
片
が
ヤ
ク
ツ
ブ
氏
に
よ
り
報
告
さ
れ
て
い
る
(
〉
E
戸
5
E
L
J
F
E司
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C
H
m
E
H
H
E
H
H
O
B
F⑦

Z
C
H
H
r⑦
E
0
5
2
2
0
H
H
)ロ
ロ
「
ロ
山
口
問
占
入
山

N
1
2
な円マベ円

言
問
。
手
室
、
。
¥
H
U
3》
及
。
、
」
-
h
a
n
S
N
3
h
S町民
N円
。
吋
同
さ
若
手
芸
円
。
~
宏
、
5

2

同
Nh
ミ旬
NRHS
ト
さ
%
ミ
h
a
u
N
C
C
G
W
H
)日
U
H
l
巴
)

0

さ
ら
に
ベ
ゼ
ク
リ
ク
石
窟
か

ら
も
二
黙
の
版
本
資
料
が
出
土
し
て
い
る
(
張
銭
山
「
吐
魯
番
柏
孜
克
里
克

出
土
回
鵠
文
刻
本
《
悌
説
天
地
八
陽
神
呪
経
》
残
頁
研
究
」
、
『
敦
燈
皐
輯

刊
』
二

O
一
一
年
第
二
期
、
二
八
!
三
四
頁
)
o

こ
の
う
ち
の
一
黙
は
、
本

書
で
紹
介
さ
れ
た
二
種
類
の
版
本
と
も
異
な
る
版
式
の
よ
う
で
あ
り
、
改
詩

本

(
I
d
)
の
歓
落
部
分
を
補
っ
て
く
れ
る
。

そ
し
て
本
書
で
最
も
多
く
の
資
料
が
利
用
さ
れ
た
プ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
科

皐
ア
カ
デ
ミ
ー
-
ト
ル
フ
ァ
ン
研
究
所
に
保
管
さ
れ
る
約
二
五

O
黙
の
ト
ル

コ
語
「
八
陽
経
」
資
料
に
つ
い
て
は
、
ヤ
ク
ツ
プ
氏
に
よ
っ
て
古
ト
ル
コ
語

版
本
「
八
陽
経
」
が
網
羅
さ
れ
て
お
り
(
〉

rpEEι
吋
供
与
ヨ

』

N
N
E込
丘
町
守
町
き
る
忌
コ
¥
常
持
斗
2
-
H
N
U守
主
匂
E
h円
」
山
富
切
な
円
除
、
異
常
も
町
、

切
ミ
白
宮
司
叫
」
ミ
否
さ
む
藷
S
F
s
h
e

ロ巳
Ne
ヘ
山
市
。
除
、
る
ぞ
タ
」
-
h
a
b
b
-
b
p
Q
E円、室、

岡、
JNhMミミ
wNh。P

雪
白
色
次
々
叫
JRH号
、
同
門
。
言
語
S
F民主
Nha-丸
岡
氏
。
可
』
山
室
内
u
〈
。
出
口

広岨
N
Cゆ

ω
苫
円
庁
間
山

H
H
N
G
O
∞
)
、
さ
ら
に
こ
れ
に
寝
本
情
報
を
加
え
た
カ
タ
ロ

グ
が
、
ラ
シ
ユ
マ
ン
氏
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
お
H
5
0
5
1
(
U
F
5
5
5
0

月
号
各
自
E

P
と
ま
込
号
守
同
言
込
町
守
志
向
3

1
門戸
-

E

句
史
長
b
g
b
N
E
b
f
、

同
町
、
ロ
号
、
叫
JN
ミ
s
h
h
H言
語
含
者
叶
2
-
H
U
E
お
も
。
除
去
三
九
い
芝
、
b
h
Q
b
N
N

E

Fき
hMF
〈
O
同
]
)
E
N
P
ω
門
戸
門
門
岡
山

H
F
M
E
N
-

と
く
に
後
者
の
カ
タ
ロ

グ
に
は
、
本
書
の
成
果
が
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
一
一
百
う
ま
で
も
な

い
。
ラ
シ
ユ
マ
ン
氏
は
ベ
ル
リ
ン
の
「
八
陽
経
」
会
資
料
を
見
直
す
過
程
で
、

新
た
に
「
八
陽
経
」
と
判
明
し
た
も
の
、
接
合
す
る
断
片
を
相
官
数
見
出
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
貝
葉
形
の
宗
本
と
考
え
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
接
合
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
糊
煤
装
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
例
な
ど
は
特
に
重
要
で

あ
る
。
本
書
と
併
せ
て
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

今
後
も
「
八
陽
経
」
の
資
料
は
漢
語
、
ト
ル
コ
語
を
問
わ
ず
、
そ
の
教
を

増
し
て
い
く
こ
と
が
橡
想
さ
れ
、
本
主
目
で
示
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
に
補
足
、
修

正
を
要
す
る
箇
所
が
で
て
く
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。
し
か
し
そ
れ
に
よ

っ
て
本
書
の
債
値
が
失
わ
れ
る
こ
と
は
微
塵
も
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
の
研
究

方
法
に
お
い
て
、
ト
ル
コ
語
悌
典
研
究
、
と
く
に
長
期
間
に
わ
た
っ
て
停
承

さ
れ
、
複
数
の
テ
キ
ス
ト
が
存
在
す
る
経
典
の
校
訂
を
志
す
研
究
者
に
と
っ

て
指
針
と
な
る
の
が
本
書
で
あ
る
。

ま
た
小
出
氏
が
「
八
陽
経
」
と
な
ら
ん
で
重
要
組
し
、
研
究
を
継
績
し
て

い
る
作
品
に
ト
ル
コ
語
「
観
音
経
」
が
あ
る
。
こ
れ
も
「
八
陽
経
」
と
同
様

に
古
詩
と
改
誇
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
包
括
的
な
校
訂
テ
キ
ス
ト
の

作
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
近
い
将
来
、
そ
の
研
究
が
小
同
氏

に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
る
こ
と
を
鶴
首
し
つ
つ
、
ま
ず
は
本
来
日
の
出
版
を
心
よ

り
慶
び
た
い
。
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近
年
、
日
本
の
皐
界
で
は
ト
ル
コ
共
和
岡
で
使
用
さ
れ
る
言
語
と

匝
別
す
る
た
め
に
、
そ
れ
以
外
の
地
域
の
系
統
を
同
じ
く
す
る
一
百
語

を
「
チ
ユ
ル
ク
証
巴
あ
る
い
は
「
テ
ユ
ル
ク
語
」
と
す
る
こ
と
が
慣

例
化
し
て
い
る
。
し
か
し
本
書
の
タ
イ
ト
ル
が
示
す
と
お
り
、
著
者

は
過
去
に
後
表
し
た
論
考
か
ら
一
貫
し
て
、
釘
象
と
す
る
資
料
の
言

語
を
「
ト
ル
コ
託
巴
と
稀
す
る
。
本
書
七
九
頁
(
注
お
)
の
説
明
に

よ
れ
ば
、
悌
典
の
識
語
資
料
で
は
、
向
身
の
言
語
を
「
ト
ル
コ
語

忍
込
ミ
N

」
、
「
ウ
イ
グ
ル
語
ミ
ご
弓

E
F」
、
「
ト
ル
コ
・
ウ
イ
グ
ル

ミ
込
忠
実
N
q
E
P」
と
記
す
も
の
が
あ
る
。
小
田
氏
は
「
ウ
イ
グ
ル
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一
諸
」
と
い
う
表
現
は
、
元
朝
期
以
降
に
使
用
さ
れ
は
じ
め
た
呼
稀
で

あ
り
、
そ
れ
以
前
に
み
え
る
「
ト
ル
コ
語
」
と
匿
別
し
、
用
語
の
混

乱
を
避
け
る
た
め
、
「
古
ト
ル
コ
語
」
の
意
味
も
合
ま
せ
て
「
ト
ル

コ
玉
間
」
の
呼
稀
を
用
い
る
と
説
明
す
る
。
本
書
を
評
す
る
に
あ
た
り
、

こ
の
呼
稀
に
従
い
た
い
。

二
O

一O
年

五

月

京

都

法

裁

館

B
5
版
「
研
究
編
」
四
十
三
九
九
頁
、

「
岡
版
・
資
料
編
」
山
ー
十
一
八
七
頁
+
二
二

O
固
版

一二

0
0
0固
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